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1 WID/ジェンダーに関する概要と政府の取り紺み

l・-1 概淡

ネパールでは国民の 8杓Iが農熟を営んでおり、農業部門lili.J内稔,ur(GDP)の42%と最大のシェアを，1;め

ている。しかし、 m:1:の8割11111岳・斤使地帝で社会インフラの整備には膨大なnmを必要とするため、 i社

漑設1,;1よ整っておらず、農来部門の成長は頭打ちとなっている。 t¾H部では人n増加半が農業1度の成長峠；

をUnlっているため食柑難におちいっており、男性が家族の生活のll!を求めて郎市部や浅外にU¥I象ざに行く

ことが多い。残された女性と子供lifJ分たちだけで農作業すべてをこなさなければならない。

ネパールの,i,話は家父長がlで成り立っており、娘より0、子を指向する傾向が強い。女性や少女は氏柑の分記

を後［＂）しにされる反面、爾労働を課せられており、保健や家族計固サ--ビスヘのアクセスも限られている。

家事と農作業の負担から学校を 1卜断し、教育や権利を:t張する術を身につけられなかった多くの少女たちは、

屈叫爽会等の将来の可能性を閉ざされている。女性は収入、財窪、土地などへのアクセスも男牡に比べて限

られており、貧困から売春婦として動くことも多い。ここ20-30年｀ネパール女性が充在婦としてインド等

のm1こ人打売買されるケースがH立っており、総数で5,ooo-1.ooolt、そのうち20%は16歳以下の少女であ

る。女性の地位の低さから、レイプ、家庭内暴力、セクシャル・ハラスメントなども頻繁に起こっている。

1992年1こ印l定された新憲法では性別、宗教、カーストに基づいた一切の差別を廃Jl:し、選挙権や破場での貨

金・昇進においても男女の機会均等がうたわれいる。しかし実際は、女性への偏見から男性の取Illを侵先す

る企業が多く、男牲だけを対象とした駁種も存在する。そのため女性は粒業訓株や屈m横会を狭められてお

り、失業、あるいは高度な技術を要求されない低賃金の仕事を余儀なくされることが多い。この状況は他に

頼る労的力のない女性世帯主においては切実な問難であるが、政策の意思決定レベルにおいても女性の数は

非常に限られたものであり、これまでに女住のニーズが政策に反映されてこなかった因となっている。

1 -2 文化・社会的背景

ネバールでは 9割近くの人がヒンズー教を信仰しており、結婚はあらゆる男女がするものと考えられている。

措娯法に定められた結婚年齢は、親の承諾がある場合は女性16歳、男性18歳、ない楊合は女性18歳、男性21

歳である。 20年以上の年の開きがある結婚は禁止されているが、違反が発党しても処罰を受けるだけでその

婚姻が無効になることはなく、幼児婚が長い間行われてきた。ヒンズー教の伝秩社会では、娘が結婚する際

に親はtilak{新郎の家に支払う一定額のお金）の他にダウリー（結納のための現金や家財迫具）を支払わね

ばならない。娘が幼少であれば汚れが少ないと考えられ新姪としての価値が硲く、親はtilak/ダウリーを少

額で済ませられる。高位カーストの間では娘が初iり前に結婚すると親は来生での徳を積めると信じられてい

る。このような風習を背景に、ほとんどの結婚が親の仲介によって成立するため、女竹は稔じて『婚で 7割

近くの女性がIO代で結婚・ ~f娠をする。

1963年に改正された民法 (Mulki Ain)では、一夫多焚利、未成年粘婚、カースト利などが廃止されている

が、いまなお男の子ができない場合の重婚や生活慣習上のカースト差別は残っており、社会生活に大きな影



り和を与えている。女t牛は35妓まで未婚でいて初めて親の財荏をlliifできるが、結婚によってその財起を失う。

粘婚後、如i夫から財痒の—--部 (Pewa) を与えられるが、成人した息子の承諾ないこその財在を使うことは

できず、また、桔婚によってfli{illt≪:を失う。

l --3 WID/ジェンダ・ー分野における政府の取り糾み

♦ WID/ジェンダー政策

HJ家計肖の中で女性が開発の過程に参加することの童要性が最初に明示されたのは第 6次 5ヵ年it@l

(1980-85)で、現行の第 8次 5ヵ年it国 (1992-97)でiふ女性が平等に、しかも有意義に開発の過程へ参

加することの原要ttが強認されている。そのための戦略は次の7点である。 l)I頑充的な分野、非伝秩的な

分!l'fRJiへの女性の参加奨励、 2)女性の公式・非公式教育へのアクセスの拭充、 3)扇用・訓棟プログラ

ムヘの女竹の定H棺保、 4)保健施設、特に家族計固／糾子保健関連施設への女性のアクセス向J:、5)融

'It . 技術・起菜支援プログラム・市場・屈用楼会への女性のアクセス1句J-.、6)薪・飼い葉・水集めや家事

のn担を軽減する新技術の地方への導入、 7)女性への偏見のある法律の改訂。

♦ ナショナル・マシーーナリー

名称

紋立

駁1rn
役割

女性・社会ほ祉省 {Minisiryof Women and Social Welfare) 

＊大臣は、ネバールで現在唯一の女性大臣

1995年9月

;i; 明

I)他省庁の¥¥10プログラム／ブロジェクトヘの支援

2)政府、 [i]内／固際NOOIこよる¥¥ID-;fnグラム／ブロジェクトの選別・検証・調整・モニタリン

グ・紆価

達成皿 I 性9こよる差別の排除、エンパワーメントを通じたI甘家の閉発プロセスにおける女性の参加促進

1988年に労働・社会福祉省1-・1こ女性開発局が設置され、 1993年6月には女性の開発に関するすべての話

動のフォーカル・ポイントとして国家計画委貝会 {NationalPlanning Commission)の中に子供・女性開発

部 (Childrenand Women Development Section)が設置された。近年、政府のWIDへの取り組みの強化を反

映して｀女性・社会福祉省が新たに設立され、国家計画委員会女性・子供開発部の役割は徐々に同省に移

行されつつある。同省は現在まだ形成段階にあるが、その最終目標、目的、活動範囲を示した概要書が9乍

られている。いくつかの省庁にはWIDセクションがおかれているが、 WID/ジェンダーヘの取り組み方・

進度は省庁の，f算、貨源、優先事項によりさまざまで、省内における影響力は稔じてまだ小さい。
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♦他行庁によるWID/ ジェンダ --r閃述の ct災取り糾み事項

保健省

教ff'li

I'll<, 省

地方閏発省

・女仕のfJ・fW.梵Hをサブ・ヘルス・ボスト1こ、女代の地決保牝ボうンテ（アをHレペルに杞樹、

I$豹診祖1こより逹閲地に仄康専門家を派遺。

・サプ・ヘルス・ポスト、ヘルス・ボストの増設、 uに女ttへの保健サ・ーピスを促進。

：見墾幻どーブ、女仕グループの力を岱りて地球保健ボランティアやIBAの沿動を監仔。

• 初等教W、1-3学年の教材を無慣で提供、また、初等・中的教育での奨学金の設屈

・貨m家庭の少女に奨励金、約1服、氏糧を提供。 1990年より女子の中等教fl銀償化を開始。

• 各小学校に女け教Hを最低 1人配置、地方の女廿教Rを増Rするため大学への奨学金供与。

・女tt教ftil:I週間に 18生徒の親を訪問、女子の就学を扶けさせるための親への悦得を遂行。

省内に女仕農民問発局 (WomenFannm Dev<lopment OM盃~~)を設如女tt農民の活”が門発
の過程に取り込まれているかを監督。

・地方問発行は地方住民の生沿水中を科めるために、住民自らが開発言t両・ ifi豹に参加することが

庫要であり、女住の参加も必須であるとの認識から、これまでに38,000人の女代1こ碁礎訊棟、

22,000人の女仕に馘象訳棟を実施。また、労働省、産業省も女住への訓!f:l'nグラムを丈捻。

・19_&2年1こAlt女性のための融査を開始、全国75郡のうち64郡で活動を展関。

輝・土壌 1・数多くの女性が植林ブログラムに参加。存林漬源の適切な管理による多1浪な便益を女仕に認識し

保全省 てもらうための乱11棟と脊及活動を展問。
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2 ホ要セクタ←・における¥VID/ジェンダしー・イシュ--

2 --l 教rt

I)成人の議オ半は28%の低さであり、特に女性の成人識字半は14%で男性 (41%)の3分の 1である

2)初等教rtの就学叩i、特に女子において都市（祁％．）と良It部(22%}の格差が大きい

3) ,,. 等教行に進学する女子は全体の約4分の 1で、男子の約半数である

4)小学校教nのうち女竹教貝の数は 6分の lと少なく、女性教貝の3分の 1しか訊1棟を受けていない

♦概況

ネパ・ールの学校システムは1950年代に始まった。 70年代には国家教行システムn面の下で新カリキュラムを

淋入、教行費 (tJ)等教有）や教村 (l-3学年）を無料にし、過疎地域で勤務する教貝ヘインセンティブを

供サするなどして就学f'.の向日こ勤めてきた。しかし1995年の成人誤字率は女性14%、男仕41%で、後発開

発達＿日 （女性38%、男性59%) と比較してもかなり低い。小学校稔就学半は後発開発途上m平均より

甜いが、 •l•i胆年が？らいために小学校術 5 学年に在学する玲9は後発開発達J:l甘平均 (57%) より低く (52%) 

なっている (I叫界子供t'H'l'I997)。

義務教村は 6歳から始まる 5年間の初等教行で躾償である。ネパ←ールでは特に女子教脊の遅れが問題となっ

ており｀政府は男女間の議字字・就学玲力の格差縮9卜を侵先事項としている。そのため、女子教背の推進役と

しての女竹教Hの増員（現在は全教n数の6分の I)につとめている。中等教有（前期2年・後期3年）は

./fill: で、 •I•等教nに進学する女子は男子の半分であることから、政府は1990年から女子の中等教打を無償に

した。 1996197年度の政府の教i,'予nは前年度から28%増え、政府予算全体の13.5%を占めている。政府は「す

べての人に教行をJプ11グラムを尖抱、その中で教育予算の64%を初等・中等教行に分配し、 150万人の女

子に教行の機会を与えている。

♦ tJJ • ,,, ・窃等教i,

初等教H稔就学！年は1991年で女子'83%、男f-126%と72年当時の女子 7%、男子35%と比較して格段に向上

した。しかしながら女子が初等教育を It了するのは30%程度とされ、中等教脊前期に進学する女子27%、男

子は52%(91年）に減り、中等教育後期（就学中は女子20%、男子44%) まで進むものはさらに減少する。

農村部の女子は最も教＃を受ける機会が少なく、 6-9歳の女子の初等教行就学率は都市部の48%に対して農

It部では22% (1991年）で、男子（都市部53%、農村部35%、同年）より部市と農村の格差が大きい。 1971

年より政府が教育費の無科化を溝入、また、近年、学校教育・学校外教行を受ける女子が増えてきたことか

ら、 10-14歳の女子の議字率 (1991年）は49%(男子は76%) にまで引き上げられている。しかしながら、

40歳以上の女11.の減字平；は10%以下と極めて低く、成人女性の減字9ドを引き下げている。

輝 Jには教叡浪会均等が保証されているにもかかわらず、現実には女子の就学率、識字率は男子に比ぺて

いまでも低く押さえられている。女子の就学斗；が低い麟として、 i)貧困のため親が男子の教育を侵先す

る、 ii)女子は杓来の仕事に直結する技術教脊や賊槃訓棟へのアクセスが少ない、 iii)女子は就殿の概会が

限られている、 iv)家事労（約の負担がある、 v)通学が困荘である、 vi)他康・栄梵状態がよくない、 viii)女:r-
の就学を促進するための調綽を受けた女Ii教貝が,i;足している、 ix)若くして結婚する、 x)女子が教背を
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受けることに対し恨間の値見がある、などがうfげられる。

♦ 枚 H

1993年現狙ネパールの教n数は10万 6千人でそのうち女it教nは 1万6・f-A.ll.どで全II'の15%を占める。

1975年当時は小学校教Hのうち姐1教［しの占める即f'.は8.2%であったが、 1985年のナイ 11ゼ会議以怜、女

fの教ftへの参加を｝ゞめるために女性教Hの増貝を戦略としており、 1993年には小学校の女牡教R数は

13.000人に増え、全教Hの16%を占めるにいたった。現{(政Jffは全日で22,000ある小学校に少なくとも一人

は女!UWを配投することをti指している。また、劇II来を受けている教Hの比!ttは全体で46%、女竹教11・1:

39%と少ないため、女l生教Hへ1籾IJなインセンテイプをサえ、 2000年までにすべての教nに現朕教ffを提供

する予定である。

♦識字教#

卦議'i:半を1990年の・1・,分に引き下げるという政府H行を達成するため、政府、同内・ [ii謀NGOは議1平がT・
均以ドの地祓において議字教室を開催するiM力を行っている。教n省は40郡において林礎誨字教吃をoT能な

限り遅営している。 USAIDの打金援助と1£f禁NGO(World Eふucation) の調整により、これまでに 7祁、現化

2郡で誡字教吃が開かれている。 WOROプロジェクトは30郡で同様の教室を開いている。その他の団体によ

る識字教名もあり、これらの餞字教安では女付の参加者がり）仕を .~.[Pl っている。

♦版業・技術誰1 棟

労!fll省、地）i開発省、肝業省が女代のための徴業調棟、および収入創Illのためのプログラムを行っている。

また、識オ年111H.キャンペーンの中でも仕事に結びつく女"f-教行に化点を当てている。

指標

成人紙字斗：1995(%) 

祁等教行稔就学封!I990-94(%) 

中等教Ti稔就学半1990-94(%)

為許教脊就学者数（対10万人Cl) 1991 

表1 教育指標

I I 

全体

28 

109 

N.A. 

政府予詐1こ占める教行予ti割合1994(梵）

女仕

14 
• ー・

87 

13 

N.A. 

II 

270 

男u
41 

130 

46 

N.A. 

出典

子供白杏97
- ----
T-供白¥''97

子供(ll',97

l!UR96 

: f-1祐白内97

.. --- _, 

1975 1985 1991 

合計 女子比9年（％） 合計 女子比w(%) 

初等教有 458,516 20.0 1,812.098 30.0 

中等教行前期 174,143 17.l 254,354 25.0 
●ヽ ●

,,, 等教＃後期 67,214 16.9 242,467 23.0 
"'-

扁等教f N.A. N.A. N.A. 
---- - -'- -----

表2 就学者に占める女子比't'.

-T比半(%)

37.2 

3 I.S 

28.7 

出典： Mini>!rf of Education a叫 Culture
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表3 女11教R数と比半の推移

出典： Ministり ofEducation, Culture知 dSocial Welfare, 1994 
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2 --2 {梨糾~椒

I)女竹の平均月命 (53歳）がりlltの平均力命 (54歳）を―ト・(n)る世界でただ・つの日である

2) :! 胃l'-11¥W、短いflit{間隔、 (l宅分娩が硲い!II怪緑死1.'.:'flの3大要Iりである、

3)避妊に対する男Itの焦理招、非協力が家族計雨推進を阻んでいる

4) 人U・'fff・lX薬品;,i;足からここ数t・年保健状況は改曽されていない

♦概況

ネパールにおいてt'i'.忙i父1/,(サーピスを提供している病院、 （サプ）ヘルス・ボスト、ヘルス・センクーの数

は、 1980年から92年にかけて大幅に培設された。しかし、 nH医療を担っているヘルス・ ボストではRt政炸

から人村・必須医没品ともに1涅しており、適切な保健衛ITサゃーピスヘのアクセスは依然として悪い。仄菜

品の受益者一部Si担が蒋入されたがm民の同意を得られず実範が囚翡な状況である。妖病勁[/1]は数lり消社

比較して改善されておらず、主要疾患は非衛生的な環境が原因の伝染崩・ 窃'"-虫Iiゃ栄没不良で、乳幼児死

心相ょ；全LW!'均よりiぷくなっている。

妊i:f婦死1'一年は全Ill:界的に見ても最も劣悪な状況であり、女性の平均#命が男代の平均Ir命を―rnる¥It界で

ただ一つのrn<世界子供(J内1997)である。傾lriJ出産のためn体がi(j耗していることから未熟児、 flillEt体

頂児が生まれる比wも高く、栄養;;i;a児の比玲；はインド、パングラデシュより硲い。

/1\lt• 死亡の1,¥1け/1¥阻l度がないこと、 n宅分娩が多いこと、朕根施設を利Illする人が少ないこと等から正葬

な出ヽト数、死亡数を祀握するのが難しいことも侶健医燎分野の間梵Ui国立案J-.の開題である。ちなみにネパ

ール政府報布によれば、妊産婦死じ中は515(1991年、 [ii]) でUNICEF報告の 3分の 1である。

♦ け・ー［保健

ネパしールにおける妊産掃死亡,fは1500(1990年、対I07i/ll!U と極めて為く、アジアではプータン (1600、

同）に次いで 2番Hに高い。平均結婚年齢は18歳と若く、短い出産間隔で平均5.2人を出産するためfJjj; に

!¥担がかかっている。また、非衛生的な環境に起因するM娠合併症（内訳は不明）におちいる妊荘婦は多い

が、妊産婦ケアのシステムが確立しておらず、産飢検診を受ける妊掃は15%、荏後検診を受ける妊嫌は10%

で、 /1¥産直前まで検診を受ける妊婦1よ1.8%にすぎない。分娩捻設、助産悶ともに不足していることから自

宅分娩が全体の96%を占め、大部分が親成の女性に付き派われる出産で、保健Hの付き添いのある出在は 7

％と世界最低である（世界子供白賽1997)。

一方、乳児死亡原因には未熟児．低出 itり嘩児、下痢症、急1't叶吸粒感染症、栄養失鴻がmげられ、紅柑難

による栄養不足、保健・衛生関連抱設の不備、非衛'E的な環境が保健問題の根源となっている。推定値によ

れば、 1991年では女子の乳児死亡率 (101、対1000/il'iJは男子の乳児死亡半 (94、1五］）をHlつている。

♦家族計肖

ネパール女性の一人当たりのtll'E数は1971年から91年の20年間に6.3人から 5.l人に減少した。政府のAn動

悠調査によれば1976年から91年の15年間で既婚女性が理想とする子供数は4.0人から3.1人に減少し、特に、

襄It部より都iii部、山“部より平野部（タライ）で、また、女iiの教fレペルがあがるほど少ない子供数を

理想とする女性が多い。近代的な避妊の実行率は 1976年から91年に2.9%から24.1%にJ::H-した。最も利Illさ
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れている避如};は女代の1湘手術で全体の12.1%を占め、 2位の男性の,i;H手術7.5%を引さ陪している。そ

の他に利Illされている逍女HJ;(よit射、ピル、コンドーム、ノーブラント、 IUDである。家族計袖iの実行!f!

に閃しては評想子供数と同様、都・,liMではR村部の 2倍、またり渭教行を受けた女性では無教Wの女代の 2

f;"; 近く家款計jl!jを実行している。

♦エイズ

ネパ・ールでのHN/AIDS感染者数は1993年II月現在で合計188人と規模は小さいが、報告例は年々増加してい

る。特に、 1992年以悴女代のHIV感染者が多く毅作されているが、登鉗システムが確立されていないため実

際の愁染者はさらに多いものとみられている。保健省のデータによれば、 199消ォまでに確認された女性の

HIV感染者は245名、うちエイズ患者53名にまで増加している。一般に性行為感染症 (STD}息者はIDVに罹

患しやすいとされるが、ネパールではSl'Dfこ罹患していても情報不足のため病気を認減していない患者や、

STDIこ罹ったことを恥じて治療を受けない患者が多いことからHIV感染のリスクも高まっている。一方、医

燎従小者側においてもSTDを特定したり、治療するための訓棟を受けている保健FLLよ少ない。

♦柑血

ネパールでは 3分の 2の女t1が貧血であるといわれる。短い出産間隔での頻阿出産、保健員の付きi衣わない

不適切な分娩、産褥のケア不足などがその姿因としてあげられる。妊婦が重度の貧血の場合、正常分娩でも

f'}-体が生命の危攪にさらされることもある。ネパールでは妊産婦死亡本が非常に高いことからも、妊掃への

栄癸教'(jと適切な出産前・ Ill荏後ケアが緊急課題となっている。

表 1 保健医療指標 1995年

人口（人） 21,900,000 
C..-

人口の年間増加$1980-95(%) 

5疑未満AIJ割合（％）

16投未満人n割合（％）
L -·-~~---- ---~-

出生時の平均余命（年）

粗出生字（対人口1000人）

＇ 
粗死亡字（対人口IOOO人）

孔児死亡率（対出生JOOO)

5歳未満児死亡字（対出生1000)

5歳未満栄養失調児の割合（％）

＇ 
出典：世界子供白會1997

表2 主な保健医療従事者

保健医療従事者の種類

Doctors 
Nu改 s
Htalth Assistants+Auxiliaり HealthWorkers 
Allied Health Workers 

Community Health Volunteers 
Traditional Binh Attendants (TBA) 

L__  

出典： Sheresia, 1997 

2.6 

16 

49 

55 

38 
... 

12 

81 

114 

63 

人数

852 
4,608 

4,492 

S,611 
36,450 

11,SOO 

魁出生体重児の割合（％）

1歳未満児の予防接種率

BCG 

ボリオ

DPT 

麻疹

妊産褐死亡$1990(対出生10ガ）

保健員の付き添う出産の割合1990-96(%) 

合計特殊出生率

政府予算中の保憶予算の割合（％）

* :Sheresla, 1997 

表3 医療従事者あたりの人口 {1991)

ネパール政府

報告

＇ 
医師一人当たりの人口 IS,800 

看護揖一人当たりの人口 5,000 

出典：ネパール政府、人間開発報告書 1996
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61 

62 

63 

57 

1500 

7 

5.2 
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UNDP報告

16,667 

33,333 



表4 苅妊法の知践.--f法の変遷 1976·91• %年

-----------------―-- . —~; 五1=~ilー~~6
21.3 92.7 9S 

表5 9な認されたIIIV感染名／エイ X.患:/'iの推移

ー ・一--・- -- - ----
最仕 1つの避妊法を知っている

人の割合（％）

何らかの近代的な避妊itを利用

している人の割合（％）
- -•--------

印11している避lfit
男けの不妊f・術

女I生の~;妊手術

経口避11,免
注射

コンドーム

ノープラント

IUD 
＇ 
出典： NeゃIFertility Family Planning and Health Survey 1991 

Projecl,.Ministry ofllealth,1993・96 

2.9 24.1 28,8 

....  ― l―----・-------
1111'感染t

女礼

-- --- -、~．~ ― 

.T. イズ患者

1.9 

0.1 

0.5 

o.o 
0.3 

n.a. 
0.) 

5

1

1

3

6

3

1
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2
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6.0 
13.1 

1.0 

5.0 

2.0 

0.4 

0.3 

----~, 一ー~_J-門L竺トー

1988 

1989 

1990 

1991 

1992 

1993 

(I・II月）

合計 J 79 ' -------
出典： National AIDSPrev,otion and Control 
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表6 地域による保健サービス格差

［三
全国 郁市 農村

る安全な飲料水を入手できる人の比$(%) (1990-96) 63 88 60 

る適切な衛生権設を利用できる人の比率(%)(1990-96) 18 58 12 

る保健サーピスを受けられる人の比率90-95(%) (1990-95) n.a. n.a. n.a 

出典：世界子供白笞 1997
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2 --3 良林水発業

l)女札の労閲人llの9割が農林水荏業に従事している

2)女竹1よ農作果の他に様々な収入{llJtlllれ動を行い、世帯収入の50%を稼いでいる

3)戻H女性は家半 ・Wl¥¥などの再生産沿動も担っており lciの平均労働時間は男性よりも長い

4)訊棟吋期・場所が女Hの訊1棟参加の制約要因となることもある

♦桟況

ネバールでは稔人口の9割が農村部1こ屈住しており、稔労働人口の8割が農業を主産業として米、変、メイ

ズ等を1):怪して生計を立てている。過去数l・年間に耕作地は拡張され、 Iii岳・丘陵地帯のわずかな土地さえ

伽 IIされている。既利Ill地の92%の240ヘククールを農地が占め、 109,000ヘクタール (4.2%) を森林が、残

る96,000ヘクク-ールをその他の：「地が占めている。未開発／未和JIil地で耕作可能な土地は 12,000ヘクタール

（既和）/fl地の 1%以下）しか残されていない。狭い耕1乍地が過剰に使Illされた枯染、 R榮の生窮性は低下し、

R党だけで!.l.'l話できないため、ここ30年間で農業に従事する人口は男女ともに減少する傾向にある。しか

し、いまなお女性労的人[Jの90%、男It労約人!Iの75%がR林水移．業に従事している。

Ji: 陵地帝やタライ平野での主要作物はモンスーンの始まりに植えられる水I届である。ほとんどの土地は単j乍

であるが、レンズ豆、あまに｀小麦、からしな等を 2期作として生産していることもある。高度の高い土地

ではメイズ、小麦、じゃがいも等が栽培されている。また、狭い急斜面を利mして大麦やきびが枝培されて

いる。作物t]沿発の他にも家畜飼fがrjわれ、その排泄物は主要な肥料となっている。

♦北地所 .(j 権

ネパ・ールにおいてj・_地所lflこ閃する信頼できるデータ・情報は少ない。 tfl家戻業サンプル調杏(1991-92年）

では、リ）代が稔J:地面積切5.5%を所布し、女性は検土地面積の4.5%に相当する 115,000ヘクタールを所有

しているにすぎない。女仕の:i:地所.(j者は—t:地所打者稔数の 6%(176,000人）で、一人当たりの所有面積

は男n.の土地所:fj者では0.97ヘクタールであるのに対し、女性の:i:地所有名では0.65ヘクタールと女付の方

がffr:fiする上地の面積が袂くなっている (ESCAP,1996)。

♦ 農業

ネパ・・ルでは農業話動のうち57%を女性が捐っており、実際には女性は世帯収入の50%を稼いでいる（男性

は45%)おり、 lflのうち経済・家事労働にitやす時間も女性は平均10.9時問で男性の平均7.5時間より長い

(ESCAP,1996)。尺菜省,..の女1生R民開発局 (WomenFarrners氏 velopmentDivision: WFDD) による指祁を

•I• 心に、農H女性はグループを形成することを奨励され、収入fllj/1',活動を行っている。一般的な活動は、野

菜・果物枝培／加T.、投蚕、投蜂、養魚、家畜飼行（あひる、鶏、山羊、豚、兎）などである。また、食糧．

伐業iii場サーピス局 (Dep叩 mentof Food叫 AgriculruralMarketing Services:DFAMS)等によって、女性農民

にマーケティングの謂棟が行われている。
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♦ 伐梨・iも及 n

~t光村·及沿動は ll及 nの肋開、尖演、大会、戻民デ・・、訓棟などからなり、参加 r,·の25%1i女竹であるべさ

とされている。技術者の養成1m梨省の各担当関によって行われている。訓棟参加名も各担.,,局によって決

定され、乱II来のための滞1F.tt、インセンテイプは担当局のlW!である。各局は女ttti民のための訓神プl1グ

ラムを設けており、穀物保{f.H理、野菜・呆物・：が1/)紅品保{f・IJUT、m叩期の野菜1:li't、きのこ栽培等の

邸Ii東Hllでは女fj:I!)参加wが佑iい。しかし、地段のR免／家畜謂峠センクーで行われる農免／家畜邸Ii屯:/tl

グラムでは 8割以l:を!!)!'ti!)参加こtが占めることが多く、女t'I:農民のための乱II棟プnグラムといえども・xm
には男l'l:O>参加r.・(61%)が女f1.I!)参加行 (39%) を凌驚じ（いる。女竹の参加をldiする変囚として、周11

棟防朋と訊峠楊所 w宅から 1/)距紺）が裕けられている。

♦小規 9兌融 'it へのアクセス

女性のためのな細企業支援の主なものは、霰業省の女1牛表民ブログラム、哀菜開発銀行 (Agricultural

Development B述）の小良開梵プtJグラム、地Ji開発省の農村女竹のための11'1i':rli動敗h、MCPWの女性の

ための小規IR致Kプ11ジェクトなどである。これらのプL1グラムは、銀行融1iのプロセス、括動を其行する

ための実森的な知議、 n已啓兌など、女性に向けた邸1棟も行っている。技術的な訓棟は、郡（ふlnct) の政

府紐様を涌じて、郡レベルで行われている。

♦朴業

ネパ・ールは1直林、上壌・ 水埃保全などの開発分野に女性を起用し始めることが壮かったIi]であるが、 1975年

より、仝！りの作業貝総数の 3分の 1を占める750名の女性作業nが伯床作り、植林のプログラムに参加して

きた。久1生作業貝 1ま梱包• 発送係りから事務補助、甘理戯、謁介こUIこいたるまであらゆるレペルでプnグラ

ムに参加している。多くの女竹れ民は地域森朴ユ・ーザーグループ (CommunityForestry User Group)の会H

である。

♦水宛染

女性は水殺業における労OOのSO%以上を担っている。 1996年に水産党仇l兌局 (FisheryDevelopmem Division) 

によって初めて行われたジェンダーに閃する調究によれば、 fl,)蓑（えさやり）、投殖、絹作り、泊掃、販売

等の沿動は女仕にも開放されていた。訊II東においては参加行の25%以上を女I生とすることが義務づけられて

いる。水産分野の活動においても女性はグループを形成している。ここでの問題は、女性たちは通常土地を

所有していないため、話動のための土地がないことである。数グ）レープは10-15年もの間、政H耕打iの土地

を借りて使用している。

表l 女性の土地所打者数・所h面積

女ttの＿七地所h―者数 176,000 
（全J:地所1i者に占める!t,f) (6%) 

-. I ---- -—-— 
女ttが所有しているJ:地面積 115,000 
（所,/jされている土地の稔面積に対する)t>年） (4%) 

1 上地所打者の平均所り面,~ 女110.6
（ヘクタール） 男tt0.97

出典： Women ofNepalcA Country R叩 ,rt,1991(ESCAP) 
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表2 総労的人11中、 n林水粘分野に従,fiする人の割合 1991年— -— ------盲ーーー 一 ＾ー・・—- -- -------- ----- ----

飼 l 加 l 全国

女H
--

男忙
--、..

全体

38.2% 92.&% 
----―- -I ---

19.6% 

24.1% 

80.4% 

85.5% 

---------――----

--

90.S% 

74.9% 

81.2% 
~--- --・-・-

出典： Central Bm~auofStatistics, Population Census, ESCAP,1996 
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2. ,1 経済泊動

l)全舷的に女代の労動参加'*¥は男tt労働参加'fを大さく下(illつている

2) 女・・{-Q)児嵌労約が顕:{Ef~Lており、 I0-14(姜では!J)子より女子の労動参加,j;が麻い

3)女住のMn!は農来祁門に集約されており、その他の分野での燿川横会が少ない

4)女11の扉Ill横会を阻む要Wli、社会の偏見、教ffレベルの低さ、徴菜訊1棟分野の偵りで

●概況．

ネパ→レは、石油などのエネルギーR源、鉄鉱1i等の工業・苑染貸源に忠まれておらず、また、はの大1月イ

ンドに通it協定、貿翡協定により経済の大部分を支配されているため、工業・殺党の発展が立ちHれている。

労働力参加人口の 8 割以」•は展栗に従事しており、残る 2 割のうち 1 割が公共サーピス、もう 1 割が製造業、

商克、その他の粍業に従'Jiしている。また、製造業、西業、遅輪、金展などは勘Ii部に染約されており、そ

の大合［分が男1生よって占められている。

政府は経済開発を促進させるため労働環境を改将し、特に技術名を養成する力針を掲げている。そのため労

勁者の自由、平芍、あるいは年金、保険、ボいナス、医燎施設、休暇・休[I、最大労拗時間、最低H金等を

定めた法t1t(Labour Act I 992、およびLabourRule 1993)を制定し、屈川横会、労罰現楊における男女平約も

iば証している。しかし、技術訓棟・駁業局Iii東へのアクセスの少なさ｀社会の偏見から、女柱はいまなお労慟

））参加札平均w金等の数値も男ttを大さく下rnJっている。

♦労拗参加

女1生のう惰~)J参/JO'年は全体では45%で男 11.の68%1ご23%以.Lも差をつけられている。 20・50代にかけてはそ

の差がさらに大きく、女性の労働力参加率は30-40%も男性のそれを下回っている。特に都市部における女

竹の労働J)参加'fは低く、男性の労拗）J参加半に対する割合は屁H部で約 3分の 2であるのに対し、祁市部

ではリ） t生の 3 分の 1 である。この理11.J として、哀東部門以外での女11のJ~/11捉会の少なさ、女t'f.が家計を支

えるためT楊などで拗くことは地位の低い者がするfi為であるという社会の偏見、女性は男性より劣ってい

るという社会の偏見等が挙げられる。

その一方で、 10-14歳の年齢料では女子の労働））参加率は男子のそれを10%も上[!)]っている。女'{・Iま男子に

比べて将来の雇Ill横会に恵まれていないため、家計を助けるために女―rの学業を巾断させて外に豹きに出す

汲が多い。しかし、教行レペルの仙さが将来の就戯の,r能社を狭めることや貨金の低さに連粘し、女代の労

慟参伽率• 平均貨金を引き下げている。また、女性がおもに従!Jiしている農作業は躾給の家*労働と見なさ

れることも多く、これも女性の平均j-'i_金を引き下げる—→114となっている。

♦屈 Ill 労節

窪業部門別に女性と男性の労勧参加’年を比較すると、すぺての分野で女性の労1豹参加•印よりJttを下 [[ll ってい

るが｀その格必は農業部門が最も少なく 10%で、サ--ビス業では50%、販売業ではSS%、製造業では62%、
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専門厖fl・ 技術数は最も格差がKきく 70%もの差が,,,_じている。この屈II!労勧参加'l'.の開さはi多得した教fレ

ペルに閃連している。例えば、良栄部門では秘等教行や高度な技術1よ要求されないことが多いが、ホワイト・

カラ・1 の耽種ではこのような衣格が要求されることが多い。高等教↑の就学斗1が男代に比べて低い女性は就

戟には,i;和1であり、学校教行を受けていない女竹の89%が農策部門で働いている。

{{：免分野別のj¥金を男女で比較してみると、農采分野での女性の平均賃金は男性の 2分の 1強である。最も

格鉛の大さい産党は建設屎で女性のi'I金は男性の 5分の 1、鉱工業での女性の賃金は男性の4分の 1である。

女代が低貨金の非専門敬に多く従事している主な理山は、 i)女性は作得した教行レベルが低いこと、 ii)あ

る種の徴業に女竹が就くことに対して社会の偏見があること、である。雇用者が女性を好む琺耗は、縫製、

糸つむぎ、横蛾り、詐故、保け、包表、茶接み等の横細さが要求されるが低賃金の敬種に偏る傾向がある。

敬業に関する社会的な但見は政府が行う畷業乱lj純プログラムにも反映されており、女性の員ii棟生数が男性の

訓棟生を.t.阿るコースは、服節、篭作り、糸つむぎ、縫製等であり、それ以外の分野での女性の訓棟参加を

増やすことが女性の駁業選択の栢を広げる上で重要となっている。

♦ インフォ←・マル・セクター

労働期間が年rai6ヵ月以下である女性の比率は男性を上回っており、正職員の立場以外で働く女性の多さを

示している。これらの女性は 1年中働き統けるわけではなく、待遇も臨時湿いで低賃金である。正式には経

済沿動を行っていると見なされない女性の3分の 2は家内労働者である。一方、正式には経済活動を行って

いると見なされない男性のうち 3分の 2Ii学'I-:であり、家内労働者は12%にすぎない。このことからも、男

付は教有へのアクセスがよく、女性は家庭1こ縛られている状況が窺える。

インフオーマル・セクターとして代表的な産業分野は、カーベット製造、機織り、農業関連製品製造などで、

多くの女性が副業としてこれらの分野で悦いている。しかし、例えばカーペ・ノ H哉りは 3-158働いて300

-l,500! レビーと貨金は低く、労働保健Lの問題が大きいことが指摘されている。

表 l 性別・地域別労働参加中の推移 (%2_

都市部 農村部

女性 男性 女性

1961 27.8 19.S 60.5 l 1971 
12.3 66.8 36.0 

1981 31.4 74.9 47.2 

1991 20.2 59.0 47.S 

出典：出典： Central Bureau of S1a1istics, 

Population Censuses 1961-91 (ESCAP) 

男性

94.8 

83.7 

83.8 

69.3 

表2 戯種別労働者の男女比率（％）

女性 男性

農林水産業 45.1 54.9 
サービス業 25.1 74.9 
製造業 18.8 81.2 
販売業 22.6 77.4 
専門・技術載 15.J 84.0 

出典： Central Bureau of Statistics, 

Population Censuses !99l(ESCAP) 

14 



表3 荏来分野・地版・ !U']労閲参加比,I; 1991年（％）
-- - ---一―・---------- --- --- -- . —-- --一・-. -- ------ -- -

棉ili l'lH 全M
- - ----- --~ ．一 -- —·--- ---- -

女性 男tt 全体 女11 男tt 全I~ 女n男H 全休
- - • —-- - -- 一一 ・-- ---- ,_ -

農朴木在染 38.2 19.6 24.1 92.8 80.4 85.5 90.5 74.9 81.2 

兌工業 0.3 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 o.o 
製造業 10.6 8.7 9.1 0.1 2.1 I.S 1.2 2.6 2.0 

厖気・ガス・水道烹 0.8 1.0 1.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.3 0.2 
建設哀 0.8 2.6 2.1 0.1 0.6 0.4 0.1 0.7 0.5 

商業 14.6 20.9 19.4 1.5 2.8 2.3 2.0 4.S 3.5 
運I~.,ミ工ケーシ,, 0.8 4.S 3.9 0.0 0.8 o.s 0.1 I.I 0.7 

金融・事務サービス 1.6 2.3 2.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.4 0.3 
コ起II・紅・ス 30.0 35.7 34.6 4.3 11.4 8.4 5.3 !3,6 10.3 
その他・不明 2.4 4.1 3.7 0.5 1.6 J.2 0.7 1.8 1.4 

ー、` ー・
全党社 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

- -, . 

出典： Central Bureau of Statistics, Population Census, 1991 (F_SCAP) 

表4 性別・殿積けlj貨金1各差 1992年

最高貨金 昂低貨金 平均貨金
- -

女性 男忙 女性 男性

農林木産業 3,500 6,500 1,950 3,400 
鉱工業 2,730 12,800 1,765 6,725 

製造業 15,000 17,394 7,600 8,797 

冤気・ガス・水逍業 2,487 2,641 1,900 2,072 

建設莱 3,600 20,000 2,150 10,350 
貿易業 9,000 15,000 4,72$ 7,763 
サーピス棠 16,680 16,680 890 890 8,785 8,785 

'. 
全柔種 16,680 20,000 200 200 8,440 10,100 

出典： Agricultural Projects Service Center, Employment Sumy of Establishments, 1992 (ESCAP) 

表5 経済沿動に組み込まれていない人日の特性 (10妓以上） 1991年
—· 

女仕 男性 全体
ト・

家内労衝者 66.7 12.0 47.0 

学生 19.7 65.9 36.3 

嘉齢者 9.7 11.7 10.4 

年金受給者 1.0 1.7 1.3 

心身障害者 0.3 2.0 0.8 

研究所在袴者 0.0 0.2 0.1 

その他 1.3 4.8 2.6 

不明 1.3 J.7 1.4 

合計 100.0 l00.0 100.0 

出典： Population Census 1991, HMG,CBS, 1993(ESC'AP) 
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3 WID/ジェンダー関連援助実績
---------—-- -—_,_—,_ I ---―,, 一一-一_,,-~-- - I ---—-ー- -, ―-一------
ブnジェクじ／ブログラム 援助機関 悶閲, __ 

茎礎II月笥教育ブnジェクト 世ill,UNDP, JICA, 1992・1997
(BPEP) DANiOA, UNICEF 

9ガ等敦育閏発ブUジェクト
(PEDP) 

ADB 11992 

中等敦肖ブロジェクト IADB,ODA 11993-1999 

女性の識字拡大ブロジェクト IHMG/MOE/USAID/'1994 

World Education 

農IJ開発のための敦育(Seti HMG/UNESCO/UNI 11981-1991 

悶悶ぢ盆昇ふ；学齢.I世該""~ ,,,~ ・""
Zone) CEF/UNDP 

ネパールの女子及び女性のため HMG/UNICEF/UNESI1971 
の教育(EGWN) lcomoRAD 

地域組織及び農村教青ブログラjActionAid Nepal 
ム

学校達設

中等学校達設

SAP-Nepal 

SAf'-Nepal 

ノン・フォーマル教冑及び地域 FredricNeuman 

関発 I知 ndation

閑発のための女性の該鮒力向上 PACT/Nepal
(WORD Project) 

(Gockah)敦育ブロジェクト I Japan-Nepal 

Educational 

，，，校達設

教育ブログラム

SOCOD/Japan 

Educate the 

-"""・-一ノン・フォーマル教育拡充 !World 

Education/Nepal 

初等学校改棗 I German Nepal Help 

Association 

吃；:~ 農村家族福祉ブロジ1試：
ェクト

地域家族H画サービス・プロジ(IPPE
ェクト

(Achham)地域サービスブロジ (IPPE

ェクト

女性のための持餞的な地域家族)JOICEF

計iii/母子保健プロジェクト

(Kavre & Sindhupalchowk) 

． 

実饒中

実施中

実掩中

1979~ 

8.8. 家族福祉ブロジェクト World Neighbor f1973~ 
(Ka,ve & S,ndhupalchowk) 

I 

地域家族計画サーピス・ブロジICE.DPA
ェクト(Dhanusha& 

1996.11.1~ 

1997.7.31 

16 

予算 (US$) ジェンダーに1111する事項

118, 叫フォーマル・ノンフォーマル較育に

おけるカリキュラム、較科●｀揖導
方法の改●／保賃室設置／身体検査

システムの確立

全ての小学校敦員及び敦育関係者へ
の111樟

英語｀数学、科学分野における

17,000人の中笥学校較員に対する

訓練／敦青機け、図書の供与／カ，)

キュラムの修正｀新敦科書の閑発/1
本の出版/S.l.C.試験の改●

女せのための識字教室関催

女性のための羹字ブログラム(Cheli
Beti program) 

8~14鐵の女子及び女性のためのノ

ン・フォーマル謙字教育／機能教青

．技能開発

女子の敦育の7クセス拡大／女子の

ための寮、奨学金の設置／初等教育

教員の11l1練

11,200,95~ ノン・フォーマル敦冑

29,64 

2,0181 

24,6731 

368,6641女性のための識字教育

B6, 奴

5.7181 
54.19' 

92,166 

6,881 

64,785] 

32,961 

86,04 

~ こ



← - --- • ------~ → --- --- -— s ----------—--~-· 一—----·- ---~-~-- --·----一-·-—--—し—- -----·-----—-----
ブnジェクト／プnグラム 援助機関 ”問 予算 (US$) ジェング-・に関する事項

-- --
I -14.l— ,W --—―-一-—-- ---・--- ---

地域家族It両サービス.;!11ジ Plan International 1997.1.l~ 
ェクト(Morang& Sunsari) 1997.12.31 

地域家族It画サーピス・ブnジ Plan lntemationa1 1995.3~ 
ェクト(Bhojpur) (4年）

リブロダクティプ・ヘルスサー [U/Popu!ation 1996.3~ 471.521 
ビス／教青ブロジェクト Concern (4年）
, ..'、
農村家桟計画観合ブロジェクト EU/Popu•atioo 1996.3~ 63,98' 
(Kaski) Concern (3年）

地域家族II画ブロジェクト EU/Population 1996.3~ 71,313 
(Bard,ya) Concern (3年）

v、sion2000プロジェクト IPPE (Special 1996~ 579.541 
(kap,lvastu & Ba;tadi) Funding) (5年）

都市における家族計画サービス IPPE 1996~ 16,66) 
(Biratoagar) 

家族計画サーピス強化／母子保 UNFPA 1993.7- 泌 .00
健サーピス供与 1996.12 

人ロ・保健に関する地域活動の UNfPA 1994.1~ 145,JBぶGO

ための母観組織強化 1996.12 I応，16S(UNFPA)

人口／家族福祉ブログラム UNFPA 1993. 7- 223,635 (GOV1 

1996.12 148,095 (UN~l'A) 

子供の保健・家族計画 Masic Stopas 7,373 
tntemational 

ネバール出度ケアセンター AVSC International l2,21' 

基礎保健・地域開発 AIUEC Japan 131,61) 

地域保撻開発ブログラム Medicine Ou Munde ,91,258 

地域閉発／保健／教育サービス Japan-Nepal 11,338 
庇 velopment 46.082 

Association 

•w水産業

ジェンダーに配慮した計画立案 ノルウエー 1996.3~ 123.73~ 
のための農菓生産における女性 1997.S 
の貢献に関する情輻整懺

食糧確保のための晨村女性の生 ノルウエー 1989.7- 1,408,267 
産性向上促遣に向けた女11関発 1996.7 
郎門の強化

山岳償地林／飼い葉収集に関す オランダ 1992.11- 2,525,322 
る技術援助ブロジェクト 1997.9 

食糧確保支擾における食糧生産 FAQ 1995. 7 ~ 819,SO: 
特別ブログラム 1997.12 

(kal,mati)新市場支援ブロジェ UNDP 1995.6~ %2. 双
クト 1998.1 

小規模市場政弓1インフラストラ UNCDF 1995.3- 3,sn.oo 
クチャー・ブロジェクト 1998.2 

参加型高地保全開発プロジェク イタ ')7 1994.6~ 4>8,892 
ト（如kha} 1997.8 

アジア地域における参加型流域 オランダ 1996.1- 1,756.42) 
管理訓練 1998.12 

流域菅遅プロジェクト Care/Nepal 1993.10- 1,410,00<: 
(Syangja Andhikhola) 1997.8 
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公共地の住民利用プnジェクトIUNDP

流域プロジェクト(Bagmat,) !EEC 

ネパール・デンマーク流域管哩{OANIDA
ブロジェクト

ネバール・英囚地域林菓ブロジIOOA
ェクト

n閲

1992.11~ 
1997.9 

1990~ 
1997.6 

1991.6~ 
1996.9 

1994.7~ 
1997.12 

1991/92~ 
1997.6 

1990.7~ 
1997.6 

1996.7~ 
2002.6 

1994/95~ 
1997/98 

1985/86~ 
1997.7 

1996.7~ 
1999.6 

1993.7~ 
1998.6 

予算 (US$) ジェンダーに舅する事項

IUS$=54.25Rs. (96年1月）
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4 情報入手可能組織／人材リスト
← ―--← ., — L—- . ----.. ~-----1 ー,_―-~- ~. —一―---·- -・---. ―-- ---—-- --

実績 （ 

名tl-/氏名（専Ml ブnジェクト内l'I/ 粕告書／
達絡先n間、社会ジェンダー分析 奮作等

のH験等）

＇ 政府機関 図 tioollPl込面ngCorilffiii.<;ion 入手可能 Singh:¥ [)Jr固， Kalhm'.'1.'1<如
Bal G. B1id)'J r,1 218-39~ 

Minhtry ofヽ;¥'omen四 SocialWelfare lふoct,Jut,Ka1hm-lndhu 

Mi:-i.istry ofし:alDe,・t1or,o,ent 農村女性のための償用貸付 入手可能 (hwaMふel,La恨r,.ir
OAヽ・a_,:,ti

WID局）

Ministry of Agir心 lture Singh, Dc,ro.v, Kalhmondu 
L≪la Pathlk 

コンサルク ABC 
入手可能

ント D.Ghimir 

IIDS 入手可能 B a."!e :.h"" ar, KalhmMdo 
I. Koirala. 

研究機関 Conm: for Ee叩.D<v. & Adm. (CEDA) Kirti匹『('am匹 s,Kirtipu『
T,l. 213-325 

P,oma Kan) a Gfrls'C<>lkg< Bagoow, Kathmandu 
Ms.O>紅 draBh叫ra Tel, 224-149 

NGO Adv;sory G如pofNぐpaH~omenof 妊産鳩死亡率低下のための保 K athm3.P.dl) GPO Boぇ:'26
United Mission to N<p:il 

鍵プロジェクト鵡整 T<I. 2l811&Fa¥C 225559 
(AGNW1UMNJ 

Ag『ofo,esり,B西<H<alth& 基礎保健プログラム（予防・ Pぷ＆双： 5!S3. Kalhmandu 
〇平国ivc凶匹(ABC/Ne回） 治療）／教育 T<1 48))知 413934

ぶ女 M,dkalat 5,,,;,a;re (AMS) 保健1111練／母子保健／敦育 Post Bo:t : 3539. Kammandu 
Fren,・h M,d;ca1 and San; ぼ~A;d_ T,lFAX, 419Jll 

All Nepal Wom~n A-;socia!ion 教育 All Nepal Wo吠 n'sAs叙 ia1ion
Bhime如囚地n,Kathm年 jlJ

T<I: 229<2) / 225786 

Arna M,laa K<ndra. Jhapa 栄養改善／家族計酉／敦育 D皿 ak-11,lhapa

AmaMilanK叫 ra,Rop..mdehi 教育 s; 必harthaNagM M"nk怜1;tyW叫
No.-8, 灰,riariJapur. 
Tel 2碑 l/20549

Arun Barun Sewa. Parish:id 教育 Manak皿 anavoe, w叫 No.-5,
KtlJ.ndti面,s邸 k.huw邸abh.1

As奴 iatiooor Social A囁紅ieoer.s, 教育 W叫 No.・6,Bhojpu, 
Human R;ghts &氏vtlop,n<nt

B.P.Oiinun応 tisthan 敦育 Post恥 c1756,KTht

Backw訳&Inter心 Group 教育 BlGEC,Go内,a.T四 nagarVOC-9,
Empowerment C<nter, Go曲＆ G四 必.Ne母
(BIGEC) 

恥 kw叫 Soc;,iy因 uc,t;on(BASE) 教育 He知IiVOC-4, Tuls;pu,, D叩 g
/Dang 

Ba_guwa Community氏 vc1opment
C.ntre 

敦育 s心 purVDC-4, Si曲 upakho,;,・k

Bahum,khi距 1ibhaClub 敦育 TribhuYan Nagar, II Gho呻 i,DilJlg

Bi臼shClub 教育 Ka-11664, Om磁 al.KThl

Blue Alpi唸 教育 Madhi VDC-6Smdhuli 

Centre for呼 rali,・erommu!lity 
仄ヽ <lo匹 nt(CC'C'D) 

教育 Pw bo~: 6-114, KTM 

C,ntre for Dis,ster Manage叩 ,n1and
Ea,ir叩 mentProte<tioo (CEDヽ1EP)

教育 P.:ist b.n: 9229, KThi 

Centre for &iu,cation and tn¥・ironmtnt 敦育 cl~Bishふ地or Suむdi會 ros,oo, ・515¢, 
&n・ice (CEf.S} KThl 
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---·-——--- --~-----.••. -----ヽ---―-----一冒—―------- -—~--~~ ·---~-i ---~---—,------~-- --―--
実績 （ 

名tV氏名（専門） ブnジェクト内ff/ ＂告書／
漣絡先闊間.Ii会ジェンダー分析 著作窮

の経験等）
「Ce-nt<dorfmi~ 如-n<n!-和!icy~,J 教肖 CEPARMS, 〇面吋心r-4,Sn吐hu1,1,紅ぶ・a
R心釦r~es M印ぷ収fltS)'S.I(m r,, 10116 
(('<.PARMS) 

Ci:r,tre for StU lle!p Deヽtlop匹 nl 数育 Post oo,: 8852, K Thi 

<:,nu, ro, Women', R; 抄l 較育 P逮 oox:2392, Knl 
氏ヽぐlopn><n<N<pal r,1, 41似 l[R)229427(0) 

c~nt«: ror Worr.tn Children & 教育／女性の樋康／栄養／人 CWCDDilii B紅叱Posit<,,・ 畑．
Commun;1yO.: ヽ<lopment(C¥¥'CO) 0/経済‘ぷ駐 KThl 

T<l 410113 

ChilahiMふi!aKalyan Kendra 教育 G出ふi,Lams-lhi, D.ing 

Chふ布匹·oti• StL1deo1's Society 敦育 O.antrawot; High School, Tan込油

(l品！哨 Sv.ぶ血raCluo 較青 Dhh血 piVOC-6,KThl

Child Iふ elop匹"'欧><I)' 数育 Postbo.: 21沿,KTh1

O,ilJWrlf年： Sock!) 較育 Post bo . .: 4283, KTh! 

Chime-kl Sanuj Se"'a Sansiha 轄青 Poゞ oo,・7629,KlM 

Chi迂四iSew:1 Samiti 教育 Pou ro,: 9366. KTM 

ChulachoH UNESCO Clob 敦青 Jhapa 

Cornmur.ily Deヽclopmtnta.,J Rt父払：h敦育 Gh>n>r柏ann巧,Maharajgunj Doara, 
Ccnl≪ 

ward No. 3, Kalhm冠 1J

Community Dt-ヽcl叩m-en1Ct:r.tre, 
Dhaun.sa 

敦青 R紅aBahumukhi Campu~Dhanusa 

C,ommun;,y De、tlo的 entC'.entrt. 敦育 e;dur Muoic;pa1;1y w叫 No.4,
NuwakOI Nuw吐双

Communi1y氏¥"ti叩吠ntCtntrt, 
O'-haldhunga 

穀育 Okhaldhunga B四,Okhaldhunga 

C<>mmunity氏ヽ <lnpm,ntln, 較育 Tribllu,an Munici匹ityward No. II. 
訟ucatioo

Bharatpur, 珈 g

Communily lxn1op瞑 ntRe如 arch 数肖 Dume~B四,Tanふu
C-0un.:il Tel・(065))0166

むmmunilyRuraJ De¥・elopment 教育 Dh知血炉rVDC. Wanl No.8, Iha匹
Society 

珈 ryDeiel叩 ,entCo叩立tiori 牧育 Postbo.¥釘S.J(athrnandu 

匹 feYoothClul> 教育 KJ,alnga-2,la沖,ot
r,1 49132 

珈 gCffltrr for Commun,ty 敦青 W叫 No.5. Tuls加,,訟ng.
(x-,)o匹 nl

Tel: 20087 

Deurali Sociecy 敦育 Tuljap -4. Tcrathum 

Dcvelo匹 ntClub 教育 Ka・ 11864,0m函~al.KTM

Deヽ・eJ叩mentof Rurat Communiり
Organiね!ion

教育 Belaspunn VOC, w紐 !No.-16, Banke 

m、<lop匹 atProje" Stn・i≪Cenu, 教育 Post bo>e 5228, KThl 

l)(wJO(lllWnt Re父arch即 dTrぷning 教育 Gha -114/8, Shanti B四,ButwaJ 8, 
forum 

Ru匹 h;

Ohぶi心 .'lSewa Samiri 敦育 Bhanoc切k,Jat1k炉『し叫 No.-1,
Dhanusa 

応 "J"lamC畑 murutyDeヽeloprnent 教育 B碑叩如いnj'f))impa-9.B団ung
C'o!J')raふ＂

翫 nkingWater Supply OffiC't 穀育 Khandbari, Sankhuw邸 ava

Dodh Pol.h面 PrivalCPariw臼 敦育 B邸 <W凶arVDC,W邸 jNo.5,
u:mjung 
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較育

較育

恥 iroomcotand P叩 latゆ l教育
Aヽ moessProg<am 

EnヽironmeotO:>n父..ationSodety J粕育

恥 iconm<ntProg,ams in Ne回 1敦育

FADS 教育

和 咄yWclf砥 C<nt<r⑱ ・q I家族It薔／栄養／衛生／教育

FarW<S≪m Social Sm,ce四 1穀育
Re父acehCommi11ee 

fc&ration of Business and恥 frnioeal家族計画／予訪接糧／栄養／

W螂 n,N呼 1保健教育／経済活動

Feminist Dali1 Organ;,afioa (FEllCO) I教育

Forum for Rural Communi<y l教育
De,elop唸 nt

Ganga I血 unaU袖 anSangh 教育

知 g凶triG四 nBikas Manch 教育

Goc<IO 教肖

Gram Sudha, Sanga 粕育

Gnha如n:cMash Tatha Tal>m Kendra I経済活動

Pぷ辻""1~10. KThl 

Po~l,o,: 105!2, Knl 

Prim,ry Eye Ca<e C<atre, Gulan, I, 
8江Jiy,

P心 ll>o<ell船.Kathn血 du
Tel・524919 

PoM t,o,: 6159. Kathm叫 U

Tuls;pu, Ja)cW, Tul,;pur, D.mg 
Tel 10331 
O叫 rag辺h;VDC-8.恥 p
TeU071l 

MhぐndraNagar, 1->,chsnpu『・IO

Gurans Yu~a Club 教育

HEADS 敦肖

Himalayan Hea抽 C叩 教育

Himalayan region & SDA 教育

Himawati Olori 教育

Human R,sou.,.. Deヽclop匹 nl& 敦育
u,n; 互,;onc.nue

Human Right & & ... ・iroomem 1教育
氏ヽ tlop唸 ntC<nt'1:

loo≪ni Shrijanshil M恥 h I敦資

I匹応ari,・eC-O叩 nuni1yD<>eloprneol 教育
Cent,e 

tnsti1"te◊!O匹un;ty He~th I教敦育育
IntぐgratedぷlfHelpA硲 ,anonfor 
Rural De,elo匹 nt(IDARD) 

Jn:emational Youth As叙 ,at,oo lf;.Jil 
ltle<hadul Muslim C<>mmiitee or Nepal教育

Blot<boh<I, Ka<hmand, 

Tel ll組 1

Postt゚,.6257,Kathm四 u

Dh~,g叫hiMa;aga,ぐ,Bandni Road, 
00 D;stri<I ;nigat;on 0ft1≪, 
Dhang函 ;,Kailali

Mu! 四,;VOC -J, dhoJing 

Chand,ka VDC .J,Na)a Buar, 
Chh;potol<, Go心 a

Gorkh~i VOC-3, Naya Bu.u, 
⑮ ;f"lok,Go心 a

Po~bo,·4231, KathmMdu 

Baneshwo,, Post oo,: 57いI,
Katl>,nandu 

Tel:4110$9 

D叫品ヽ'DC-3,Dh叫ing

k叫,iVDC, Ward No. 6, Lugua, Rokum 

TeL 42邸？

Po~oo,·4373, KMhm~•du 
Td 524)07 

Ta砒 raVDC,W叫 No.-5.T釦 gaun,
Rulrum 

氏nighatVOC, • 叫 No-!,Mak珈．

Dh叫ing

P.,,wan,h~Kane mi K"'}alaya, G出ghat,
Udayapur 

Khalanga VOC-I b枷 t

T知 gghah,Gulmi 

Postboヽ,9128,Kaihmandu

Post box 8148, Kathmandu 

Ch)angli VDC, Go心 a

Dhombojim. 2 S叫 .l><!RoaJ,Nepclしunj

J,nafag匹 YuwaClub 教育 V江debb邸• 6, lyamire, Baglung 
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Ranipausa VDC, Kalani W四 No.6,
Nu,ako< 

Kanali R《;,ionlnt<gnted応 ek,pM<ntI敦育
＆ぷeti

K紅 tunYoulh Assヘxi3lion I敦育

Kir年lY瓜~,ung Chuow!ung 1989 I較育

Kop,l>Sr•·• Yuヽ aClub I教育

Ku01t>ha応 Samud~kC!,b I教育

l.ali Gramin B,kas Sudar S,righ 敦青
Sa.nslha 

LumN叫 凶<at;on恥 elo匹"' I教育
Socieり(LEOS)

MふilaAd砂 aSesaKぐodra I経済活U

Mahila H,t Kc叫ra I政府/NGOの保健ブログラム

讀整

幽 ,JaV,k呻 Kendra I家族計画／子供の健庫と栄賛

P,p.~ ふ叫aVDC, Ward No. 8. Plゃ

P~sh<.·im Bim B,iar• 9. C'hit•oo 

T釘這hu

Ran..・hu!i VDC , W年 JNo.9,Ba泊di

Kh~ang VDC, W叩 No.9,Jaj迅 a

Po只は以：4lお,KTM
Ttl: l1l8山 ll2999

Sova VDCW叫 No.l, Chh;pr; 如．

Ru知m

Khad向 ,Sankhuw硲...
LaliVOC,W叫 No.l,D匹 h"la

Bu<•al Munid図ity5, Run匹叫ehi

--

8虹出ヽor,Kathm四 o,W叫 No.ID 
T<I 47四 2

Post box・5254, Ka<hmandu 

M叩ヽ Adh;karTathaSぶ比中 M叩 h!教青

Wanl No.4. Uttimpo『,Dh,nusha. 
枷 ふ 和r

clo lnfom叫 Se<lorS<r;ice C,ntrc. 

Bhawanibag. Kotil咋nag紅.Nepalguog, 
B邸,,

M:mo、・Nhan
MANUSHI 

教育

農菓

Matri Shisu Kali an Smuda)• (!.!SKS) I妊産婦と子供の保健／

HIV/AIDS予防

Nam迪 ingCom.munilJI応 l叩 <Ollfljf 
°'""パNCDC)

NariB心 sSongh(NBS) (HIV/AIDS予防活勤贅及 Biratnag紅 3,Barg凶 hhi,Morang 
Tel 

二ごご；'.ndra 1:: 
N,pal知 " ' 屈Wo四 n'sand 女性と子供の健康／経済活勤
0,;Jdren Afrain (NCWCA) 

N,pal Dis,blcd &c,ke As如'"""・ I敦育
G叫 a

Ntpal He!p!m W巫 n転応tion I教育
C<, ぼ

NepalM却 aK~yanlari S四 j I経済活動

N<palWo匹 nAs奴 rat,on I教育

People A~ 叩 ncssCom.11un;ty 教育
応 I叩面ntO:ntre

Pubt;c S<r,ke 0.-gan; ね心n 教育

和四jag研 SamajN,匹 1教育

Rural A•ar<oess Forum I教青

Posi bo,:7647, KTM 

入手可能 IG氾ncsh•ar. Kathm叩如

Tel・424-261, 413-661 

Anannani VDC -8, Iha匹
Tel. 22244 

Lakhanpur VDC, w叫 no.l,lhゃ

Banktgaun, 12, Ntpalgunj, Bankt 

P② bo,・8748, Dillibazar, Kathmandu 

Po~bo凡：IS,1'1'talisa. 瓜 K叫,mandu
Tel:416386 

Po~bo.:1391, KTM 

Pos, oox:8669, Kalhm印 du

応 9這 1al,Ka!hmandu, W面 No.27
Tel:2即 60

伍 box:S7ぬ，KTM

Post box・4539,KTM 

Khalang VDC, Darrhola 

Post box. 効 3,KTM

Pal)~n, 匹 VOE・I,Balcwa. Baglung 
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Rural lx,・eloprnent C-0国ぐmCtf"ltre 1教育 匹~し—―,.
和~oo,2110,KTM 

~oral S(n,・kc Wtlf幻eCt:ntre 教育 ＂釉 uヽMN3ga.r, 16, Raj女nl,枷 g

s,m凶 ayikE,ll Bik<sS,ngh 敦育 Tap. 郊 onI, B~atll;,u,. UdaJゃr

S訳 邸dC'are 較育 R双い、c4-SOJ,KTM

Shtri Sha~,; 経済活勤 A nil Bh.-an. Kaoul地.r速 t-,,¥4)77.
Kathmandu 

邸i:alDe 、·el.:::•~nt 研j Moth'a1ion 保健教育／家族tt繭 Kathmandu 
CぐOlse Tri. 4lll07 

s≪i<ty for Cooperatioo & 教育 P心 trod)、Jl,KTM
仄ヽ ・tlopmrnt

欧 k<yfor Poople's ll<、・cloprncn1 穀育 Po~oo~ 効 3,KTM
Nepal 

ぷ it<yfor区 alVolun!ttr's Efron, 教育 SOLYI達
(SOL.VE) u>n,, 訪 ankuta

S1riShakti 農策 入手可能 k細 al凶;,Kathm叫 u

s~ 紅 thaSami<i 教育 Bhoteehaur VDC I, Sir.dhu匹ふ泳

Th四 CommunityDe,・e1opment Forum 較育 Ntu国iurVOC K4ITTia1a I, Bh面ga:...in
Bil紅.Bard;ya 

Third App"'achGroup Nepal 教育 Po~oo, 8≫4.KTM 

Trishakti Youth Club 教育 Syamgha 4, S,sh,ghat B四,Tanohu 

Tulsl M<ha, UNESCO Club/Nepal 教育 Post bo.-2715,KTM 

Village Women Wclf血 Centre 敦育 Gramln MふHallit Kendra, 
M心 ksdariVDC3, い、repal皿 :ook.
Po~box,5159.Ka出mandu

WomenA<1iegいge出erforrhang, HIV/AIDS/母子保健／基礎 Post oo, 5128. Kathm四 u
(WATCH) 保健 Tel・473224 

Wo唸 nAs奴 iationTraloing叫 経済活勤 晒 Tot,.W四 No.20, Kh3. 4-227, 
S<r.ke Kathmandu 

Wo匹 nA,.紅 enessand Dcwlopmem 教育 Benishat VDC I, M曲 khu,Dhading 
Cent,< 

Women's C~mmun切 Ser直·eO:n匹 経済活動 S,malJ,us;, la I-SO, Ward No. 29, 
Kathmac..Ju 
Tel: 4186(,() 

Women Deヽ・e1opmentAssociation 教育 Po~oo,·lJ56,KlM 

Wo叩 nDevelop匹 nlSock!)' 妊産婦ケ7/幼児婚の実体鵡 Post box 5840, Ka1im.;ti, Kathmandu 
(WOD区）． 査 T,I 271794 

Wo叩 nEatre匹 neun;As奴 iationof 経済活勧 TKtulpo: 5叫25o8k3,1 Post box: t29, la.Iii四
Nepal l 

Wom,n !nspiratioo Group f;/ING) 教育 Okhlldhuoga Bu叱 0ふ叫hunga

Wo匹 nln1tgrated Devel叩⑫nt c,nte 9教育 Par這 Village,Chitwan 

Wo匹 n'sRehabili匹 ;onCentreぶepal HIV/AIDS予防・ケア Post 001.・355, Kathm叩 du
Tel 47110-I 

Women &nice Center 敦育 Post bo•·7136,KTM 
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文献名 著養／発行養 発fi年 入手先

敦育
... 

~ ~ ~ 

A Re,.・iew of the F..duca成ooSei:!or !ri lhe Ei£hl Fiヽe CERlD, T.U. I跳 C日RID,T.U. Tril"re;hsor, KTM 
)tar ptan an.:.1 the propo奴 Approachfo, 凶 ucationin 
lhe Ninth fi¥・e year ptan 

Adヽなa<yfor Rural Wom~n MunaRegmi 1996 DANIDAOGMC 

National Works.hop on G曲 EAucatioo: A Repor1 Pr呻 HaR•Jbliandori 1996 WEUIBPEP,MOE 

Stat.is or F,m3Je Education in Nepal CERIT,T.U. 1994 CERID, T.U. KTM, Trirures恥 q

Women Partkipation in Noo-Form.11 E辺u;:ation C'ERIT, T.U. 1986 CERIO, T.U. KTM, Tri即mh.or
Pr .. 18『amin Nrpal 

Womeo's固 uc,⑯ o Program: A G1imp,r ¥¥'EU/BPEP 1996 Y.'EUIBPEPIMOEIHMO, 
Kathmandu 

Prim江yF.<lucation Final Rtport NPC 1996 傘ふr<l>ti3tHMG, Kathm研 lo

F..du.:atioo Statisti;:s or応図： 1994 Planning Di-.isioo 1996 Pl両 ingDMsion /Statistics & 

compute『 ~tion/MOE. Kathman~u 

Women Education Ac出 itiぐS V.'EU/MOE 19% WEUIBPEP、MOE,KTM
The Eight Piao (1992-1997) Wo面 oli1<racy NPC 19'泣 NPC Se< rctati al H MG, KTM 
E"tp.ansioo『 遠ram

Bask Littracy programr11e Manual World Education 19% World Edurnioo'Nd図.r..'FE
Couoc,1, KlM 

WornぐnUteraey皿 dDeselop匹 nlCoontry Study. ACl;on Md I効 Ac<ion Aid/Nepal, KTM 
Nepal 

Non•f('lnnal 因u-:atloo's lmpacl oo Ru「alDe¥・el叩meritBi小aNa出Koitala
A≪;v;,;,s 

Preparing転 FutureWomen Literacy a叫 Action Aid 1990 Action Aid/Nepal, KTM 
Di'wlopment 

A Report oo Women's Educationぷho!ars.hipProgr細 ¥¥'EU 1996 WEUIBPEPIMOE.KTM,1996 

保鑓・医養
C"hild『enand Women of Nepal: A Situationん al)'sis.NPOUNICEF 1992 NPC,HMG, Kathmandu 
1992 

Popula出'"Monog,aph of N<pal CBS HMG 1995 CBSINPCIIIMG 

National worhhopon Reprod11clh・e Heal出24-26 Famny Planning 1996 Family Plmning Divisioo氏 pt.of
March, I殴.Kalhmandu DiヽisiooDept. of Heal出Services,Teku, Kathmandu 

Health Services & 

World Heal山
Org両 ,.tioo

Nepal Family HeallhSue.ty 19%(NFIISJ family Heallh 19% 
Family Health ,D. iTvriskuion , KDeathpt mo叫ru Preliminary Report Division D<pl. of Heatlh Service 

Heal!h Services 
Mmistry olH<alth 
HMG, Kali,m:mdu 

Nepal f<叫 itysuney 1976 F,rs, Report Nepal Family F血 HyHeal出 1996 Minh町 orHeallh, Ramshapa出，
Plannlng and child Health Project Wo,Jd Fe叫 ity Divi,;on Depr. or Ka山mandu
Sun・ey, Ka11-,m皿du Heal由Ser,・ices

Mm;, 町 ofHeallh
HMG, Kalhmandu 

Nepal Ferulil) and Family Pl血 LogSul¥ey Report Nepal Family 1986 Minisり ofHeal由，Ramshaj)Gth,
1986 Planning and Kalhmandu 

Maternal and child 
Healtl、Project
Plano;ng Re父arch
and Evaluation 
Sペtioo.Ministry of 
Heal出

‘
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Nepal rertilily, Family P比al"l.ning邸 dJkahh Sun・ty Nepal Family 19'11 Mioiふtr;oflka11l1 
1991. ~fain RぐP"" Pbnning and 

M01,m,I and ehHd 

l!Pleaanni!<h nPrg oR炉eCseLarch 

andEヽ・aluatioo
Se<tion. M.ni;try of 
Health 

A nn1>:1: I Rep,..'>rt, む四unrntof lkal出Sen.・ke19'丸'95氏 pt.olH<alL, 19% Mio;s切 ofll<a油
Smi<ぐ,,Minis町 of
llealth 

Fぐrtili1yand its pco:-..imale D,:plrtnlents in如 thAsia Ris>l,RP.a.nd 1989 UNFPA,Kall,m叫 u,Ne{'.1l
In study on poゃlatiooPolii:ies and Programs. Shrestl1>A 
U1''FPA,Ka,J;m叫 u

Popu!Jtioo Mo.,ogヽaphof Nepal (CBS) 1995 Ctntra1 Bureau of 1995 CぐntralBureau of Statistics, 
Suじsties(CBS) Thr,<hal,, Ramshapa<h, Ka<hn、andu

Healili lnforn>Jtioo B•Hetin, Vol-9, り95 Minis町・c,fHeal由 1995 M暉 5切 ofH<altl>,Kail>mandu 

t<epal mul!iple lndica虹 SumillanceHealm & 1銹 National Pl邸 ningcommission 
Nutri1ioo-Cyck-1, Jan. lo M江ch1995 S≪re叩 atSingha Durb口．

Kathm紅idu

Cllildren and Women of Nepll. A situational National Pl如 iog 1992 LibrM)・of Minis切 ofHeal出，
Analyses, 1992 comm;s,;ona叫 Ka:hrnandu 

UNICEF 

Main Streaming Ge-nder Consideratioo into National Proj«l:NE~、9"JJヽol 1995 Ubrary of Padm• Kanya C血 P"S,
氏 HI叩m<nlF叩 IRtport-NEP/91/WOI Bag Bazar, Katllmandu 

Th< Que>l for Heal出(TheHeal山 Smices of Nepal) Dr. Hemang o;,;, 1995 BoolSho炉,Ka如mandu

Reproducth・e Heatlh, a key to a brighter細ure, J. Khanna, P.F.A. VM 1992 WHO, Ka-lhmandu 
Biennial 1e炉rt,1990-1991 : Special 20th annivers町 J..oo¥ Pd.Guiffin 
lSSU< 

Tre叫sinNutritional Sute in Nepol s恥 e1915 Dr. P.K Adhik紅 i 1991 UNICEF. K,thmandu 

ldentifi<atioo紐 ddeヽelopmentofheallh四 J Dr. Julian Loo-le、)l 199~ UNDP, Kathmandu 
や四lalionaclhr・ities-Nepal 

TheRunlWo皿 nof Nepal: An Aggregate Anal}sis Acharya紐 dBenn<! 1981 CEDA Ka!hmandu 
叫 Summaryof Eight V1llage Srudies,''llle Surus of 
Women in Nepal" 

Gh函 1VDC La 1 i,pur Distric l ECOGEWIIDS 1993 Nepal 

Statistical SuMy of Nepal HMGINPC 1992 Kalhmandu 

Knowledge and Evaluation of the丘..,irorunenlin Miller-Boker, Wrike 1991 
Trodillonal Societies of Nepal in M① n<ain Resean:h 
and氏 vel呼 ent

A Socio-E<onomi< Srudy of Partidpalory Issues in Thacke,, P. 1994 HMG/FlNNIDA, Kathmandu 
F面 SIM紐 agtmentin lhe Terai 

Reg;ooal Exp<rt Coosul1ation on Data B匹 for FAO 1990 Regional Office応 Asiaand如

Women in Agriculture P欲 ifi<,Bangkok 

Pers{な tiYe on lhe role or women in moun知n ICIMOD APROSC 
de,elopment 

Wom~n•s ro?e : A ca史 ,studyof Tam珈 waPanchayal Bhat山 ai,P.P. 1989 APROSC 

Rural women and de,・elopment Masqs叫,Saleem 1988 APROSC 
CIRDAP 

Women in the rural≪ooomy or Nepal Shanna.Mu知nd,P. 1984 APROSC 

Nepalese wo虚 na ,-ivid account of lhe $tatus and role Majpuria, Ind「a 1982 APROSC 
or women in total spectrum oflife 

An issue paper on d isad、・antagedrural women in Rana, Indra FAO CWD 
N叩al
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